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附属図書館長 亀山 郁夫 
 
明るい木目の扉が開き、エントランスホー
ルに足を踏み入れる。その心地よさは、新キャ
ンパスの数ある施設のなかでも群を抜く贅沢
さだ。そこには、美術館にも、コンサートホー
ルにも似た落ち着いた雰囲気が漂っている。
2000 年 10 月に生まれたこの図書館をぼくら
は大いに誇りとしてよい。しかし、本来、誇
りとすべきものは、むろん、蔵書数でも、建
物の新しさでもない。 
図書館は深い森に似ているという。むろん、
紙の原料であるパルプが、木材などの繊維体
に由来するということが連想の源にある。た
しかに、森の木々が、輪廻転生の末に大小さ
まざまな長方形へ化身したと空想してみるの
も悪くはない。しかし、現実に書架の間を歩
きまわっていると、「深い森」の比喩は少し現
実離れしているように感じられる。ぼくには
むしろ、書架の棚で頑なに背を向けて眠る本
たちが、なにやら共同墓地の石とその下に眠
る死者たちのように思えてならないのだ。 
ぼくがそんな連想にかられたのはわけがあ
る。かつてニコライ・フョードロフという哲
学者の伝記を翻訳したことがあった（『フョー
ドロフ伝』、水声社、1998）。ルミャンツェフ
図書館（現ロシア国立図書館）の一司書とし
て生涯を過ごし、人間の「物理的な復活」を
夢みつづけた大宗教哲学者、「モスクワのソク
ラテス」の異名で知られた。その彼が、図書
館を死者たちが甦える「不死」の空間と考え
ていたのだ。キリスト教における「復活」の
理念に遡る「不死」の思想は、ドストエフス
キーやトルストイらに大きな影響を与えたが、
彼自身、「生きた図書館」として持てる力を発
揮し、耳の遠い一人の青年を手塩にかけて育
て、二十世紀へと送り出した。ソヴィエト・
ロケット工学の父ツィオルコフスキーがその
人である。 
さて、図書館が、真の意味での森となり、
酸素資源となり、死者たちが甦る空間となる
のに必要な力とは、何だろうか。それこそは
今に生きるぼくたち自身の存在ではなかろう
か。本を開くという原始的な行為をとおして
のみ、それは実現可能となる。だから、軽い
森林浴のつもりで（爽やかなテルペン類の香
を思い出すためにも）、図書館に立ち寄ってほ
しい。書架の本を一冊手にとり、「おはよう」
とやさしく声をかけてほしい。 
 そして、この死者たちの「甦り」の空間も、
グローバル化という空前の情報化時代にあっ
て大きな変身を迫られることになった。ライ
バルは、WEB 空間の彼方に生まれつつある電
子図書館。進むべき道は、おのれのサバイバ
ルよりむしろコーポレーション。遠い将来、
木の図書館がすべて電子化されるときが来る
とは思えず、おのずから選別の時が来る。そ
れでも、木と電子の双方の図書館で自分を見
失わないようにするには、情報処理の能力が
第一に試されることになる。グローバル化の
時代には、情報処理の能力こそが、自己発見
と同等の重みを持つことになるはずである。 
世界のホームページ、ブログはいまや 100
億ページを超えた。その数にどれほど現実的
な意味があるのか、ぼくにはわからない。し
かしそれでも、情報の重みと総量は、ぼくた
ちがいまいるこの木の図書館の足元にも及ば
ない。そうはいえ、グローバル化時代の生活
スタイルを無視して、木の図書館は今日の時
代を生きのびることはできず、永久に共同墓
地のままで終わるかもしれない。そんな危機
意識のなかで、図書館は日々、宇宙規模のエ
ンサイクロペディアの創造に向けて、地道な
歩みを続けているのである。 
「Good Morning, You, Library!!」  
－附属図書館長就任にあたって－  
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前附属図書館長 富盛 伸夫 
 
世の中こぞって改革論議がやかましく、効
率至上主義に異を唱えることがはばかられる
ような現代ほど大学の存在価値が問われてい
る時代はないであろう。もちろん大学は公共
財である以上、ここで生み出される知の公開
と成果の社会的還元を怠ってはならないこと
は当然である。しかし、中・短期的プロジェ
クトで業績評価の可能な理工系分野に比して
定量化や実験的再検証には馴染みにくい人文
系分野では、研究教育内容に関する限り達成
目標とか達成度評価という尺度をもってはか
られるのには抵抗がある。意気揚々と成果を
誇る実学志向の研究に囲まれて、私たちの大
学を含め人文学の知そのものが一種のアイデ
ンティティー・クライシスに陥っているよう
にもみえなくもない。いずれ大学の研究理念
そのものが社会的「ニーズ」に洗われて存在
を危うくするか、あるいは「市場価値」のな
くならないうちに時限的なプロジェクト生産
を約束する出前配達のようなものに堕ちてし
まわないだろうか。 
ところで、実証科学の有用性が正面に打ち
だされる18世紀を前に、フランスの科学者で
あり哲学者でもあったパスカルは「歴史とか、
地理とか、法律とか、言語とか、とりわけ、
神学とかいうような…ことがらにおいては、
それらについて知りうることはすべて書物に
含まれているので、それらの書物に助けを求
めることがどうしても必要である。」（前田陽
一・由木康訳「真空論序言」『世界の名著』24
所収、中央公論社）と、書物＝知の伝統に人
文学の基盤を求めている。 
本来学問に垣根はないのかもしれないが、
自然科学の存在原理とあえて差異化すれば、
人文学の存在意義はなかんずく、人間知の批
判的継承と新たな枠組みでの再生産の試みに
あるといえよう。人間の知的能力が言語に集
約されていることから明らかなように、知の
継承は既存のコトバ・言語記号を再批判する
ことから始まる。科学のもたらした産物とし
ての地球的規模の矛盾が将来にも引きずられ
れば、いずれ遠からず、人間からの視座を失っ
た自然科学自体のアイデンティティーを人文
学に求める時代が来ることになろう。有用性
と速度が評価基準となりつつある現代の私た
ちも、いまこそ学問の精髄を書物に探り、か
つ、権威とされてきた学説をひとつひとつ疑
い、記号概念にあらたな意味付けをおこなう
営為を怠ってはならないだろう。これにはあ
らかじめ設定された目標と手順に従うという
より、自分自身の頭で考えることが前提とな
り、専門領域を超えた多分野の仲間と議論す
ることが必須となり、そして、なによりも膨
大な時間が必要となろう。 
その真摯な、また贅沢な時間の多くを私は
図書館で過ごしたいと思う。 
「いまこそ人文学の継承を」  
  －附属図書館長退任にあたって－  
編集注 
本文中で紹介されております「前田陽一・由
木康訳「真空論序言」『世界の名著』24所収、
中央公論社」は当館にて所蔵しております。
（請求記号 A/080/11/24） 
興味のある方は、ご一読ください。 
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附属図書館雑誌情報係 
はじめに 
本特集では、本学で利用できるオンラインデータベースやオンラインジャーナルについての
簡単な説明と、代表的ないくつかのサービスをご紹介します。 
これらのサービスは、研究テーマに関する論文を調べたり、探している論文を読んだりする
ことができる非常に便利なツールです。情報の更新が頻繁に行われるので、最新の情報が入手
できることや、情報源が明らかな信頼性の高い情報を効率よく収集できるメリットがあります。 
本学で利用できるオンラインデータベースおよびオンラインジャーナルサイトのリストへは、
附属図書館ホームページ(http://www.tufs.ac.jp/common/library/index-j.html)からリンクされ
ています。「オンラインデータベース」および「オンラインジャーナル」をクリックするとそれ
ぞれのメニューページが表示されます（図 1）。メンテナンスなどでサービスが停止になる場合
は、メニューページでお知らせしますので、ご確認ください。なお、原則として、両サービス
ともに、図書館内をはじめ学内 LAN に接続されているコンピュータからのみ利用可能となっ
ておりますので、ご注意ください。 
 
オンラインデータベースについて 
図書館が提供しているオンラインデータベースメニューから、インターネットを経由して、
どの雑誌の何巻、何号、何頁に誰のどのようなタイトルの記事や論文が掲載されているかを調
べることができます。 
オンラインデータベースで検索して得られる情報は、記事や論文の書誌事項のみで、パソコ
ンの画面上で本文を読むことはできないものが多いのですが、検索結果からクリックひとつで
使ってみよう！ 
オンラインデータベース＆オンラインジャーナル 
（図 1） 附属図書館HP（後）および両メニューのトップページ 
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（図 2-1）GeNiiの検索画面 （図 2-2）GeNiiの検索結果表示画面 
記事の全文まで読める朝日新聞「聞蔵（きくぞう）」のようなデータベースもあります。 
オンラインデータベースのメニューページには、法律・言語学・教育学などの主題に特化し
たデータベースと新聞や総合的な学術情報を調べられるデータベースが掲載されています。 
 
GeNii（ジーニィ）学術コンテンツ・ポータル（http://ge.nii.ac.jp/genii/jsp/index.jsp） 
GeNii学術コンテンツ・ポータルは、研究に必要な情報を総合的に利用できる入り口となる
ことを目指して、国立情報学研究所が開始したサービスです。以下の４つのデータベースをま
とめて、あるいは個別に検索できます。 
（１）論文を探す：CiNii 
日本の学術論文を中心にした論文情報を調べる。 
（２）本・雑誌を探す：WebcatPlus 
図書・雑誌を検索し、所蔵している大学図書館等を調べる。 
（３）研究課題・成果を探す：KAKEN 
科学研究費補助金により行われた研究に関して、採択課題と研究成果の概要を調べる。 
（４）分野別専門情報を探す：NII-DBR 
複数の専門的なデータベースを一括してあるいは個別に検索する。 
詳しくはGeNiiのページでご確認ください。 
アクセス方法は、オンラインデータベースメニューの中からGeNiiの「接続」をクリックす
ると、接続先の画面（図 2-1）が表示されます。「まとめて検索」欄にキーワードなどを入力し、
検索ボタンをクリックすると検索結果が表示されます（図2-2）。この検索結果表示画面の各デー
タベースのロゴの下にヒット件数が表示されます。ヒット件数をクリックすると、各データベー
スの結果をより詳しく確認できます。 
 GeNii は、CiNii の有料コンテンツ以外は基本的に無料で、どこからでも利用できますが、
学内からは CiNiiの有料コンテンツの一部も無料で利用できます。学外から、学内で提供され
ているサービスと同等のサービスの利用を希望する場合は、各自でサイトライセンス個人 ID
を取得する必要があります。 
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朝日新聞 聞蔵（きくぞう）DNA for Libraries 
朝日新聞（1984年以降）、AERA、週刊朝日に掲載された記事約 480万件（2005年 8月現
在）のデータを検索し、本文を閲覧することができます。日付、コラム名、複数の単語の組み
合わせ（例えば、「言論の自由は」など）からも記事を検索できます。ただし、著作権等の関係
で本文を表示できないものが一部あります。 
アクセス方法は、オンラインデータベースメニューページから、朝日新聞「聞蔵 DNA for 
Libraries」の「接続」ボタンをクリックし、セッションの開始の表示の画面からシンプル検索
など（人物DB検索は利用できません）を選択すると、検索画面が表示されます（図 3-1）。キー
ワードを入力し、検索開始ボタンをクリックすると検索結果が表示されます（図 3-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オンラインジャーナルについて 
オンラインジャーナルは、電子ジャーナル、E-ジャーナルとも呼ばれ、これまで紙に印刷さ
れていた雑誌記事を、電子化して提供しています。電子媒体として利用できるので、本文の閲
覧だけでなく、検索や印刷、ダウンロード、他のコンテンツへのリンクをたどることなどがで
きます。 
現在、本学では、約4,500タイトルのオンラインジャーナルが利用できます。オンラインジャー
ナルへのアクセスには、附属図書館ホームページの「オンラインジャーナル」のメニューペー
ジからご利用ください。   
読みたい雑誌記事へのアクセス方法は、（１）出版社が提供しているオンラインジャーナルサー
ビスサイトに接続し、データベースをキーワードにより検索して利用する方法と、（２）オンラ
インジャーナルサービスごとに掲載されている、本学で冊子体でも購入しているタイトルリス
トからタイトルをクリックして利用する、２つの方法があります。 
多くのオンラインジャーナルは、フルテキストが PDF形式とHTML形式で提供されていま
す。PDF 形式は、印刷された冊子と同じレイアウト・文字で見ることができます。PDF 形式
のファイルを閲覧または印刷するには、Adobe Readerが必要です。Adobe Readerは、Adobe
社のホームページ（http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html）から無料で入手できます。 
出版社との契約内容によりフルテキストの閲覧ができない場合でも、電子化されている多く
の雑誌は、目次、抄録が無料で公開されていますので、論文記事の概要を知るのに利用するこ
とができます。 
（図 3-2）聞蔵の検索結果表示画面 （図 3-1）聞蔵の検索画面 
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オンラインジャーナルの利用にあたっては、データの複製、第三者への配布および一度に大
量のダウンロードは決して行わないでください。 
 
ProQuest（プロクエスト） 
ProQuestは、ProQuest Information and Learning社が提供しているオンラインジャーナ
ルサービスです。複数出版社等の新聞、雑誌および学術誌が入った各種のデータベースで構成
されています。本学では、ProQusetのサービスの内、Academic Research Library、ProQuest 
Newspapersなどのサービスを契約しています。Academic Research Libraryは、人文社会科
学から自然科学まで幅広く網羅した総合雑誌全文データベースです。1971年から現在までをカ
バーし、3,675のタイトルの索引と 2,275のタイトルの全文雑誌を提供しています（2005年 8
月現在）。また、ProQuest Newspapersでは、New York Times（1995年以降）とUSA  TODAY
（1987年以降）の新聞記事を検索し、利用することができます。 
オンラインジャーナルメニューページから、ProQuestの「接続」をクリックすると、ProQuest
のデータベースの選択画面が表示されます。必要なデータベースだけを選択することも可能で
す。デフォルトでは、すべてのデータベースが検索対象となります。Continue（続行）ボタン
をクリックすると基本検索画面に変わります（図4-1）。検索項目欄にキーワードなどを入力し、
Search（検索）ボタンをクリックすると検索結果が表示されます（図 4-2）。インタフェースを
日本語に切り替えることもできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
おわりに 
それぞれのオンラインデータベースやオンラインジャーナルは、収録分野・収録年代・収録
件数・更新頻度・検索項目・カスタマイズ機能に違いがあります。オンラインデータベースで
学習・研究に必要な論文や記事を検索し、書誌事項を確認して、オンラインジャーナルを利用
するなど、それぞれのサービスの機能や特徴を理解することにより、より快適に、より的確に
情報の収集ができます。 
学内ＬＡＮに接続されたパソコンからは、時間や場所を問わず利用できますので、学習・研
究におおいに活用してください。分からないことなどありましたら、お気軽に附属図書館２階
カウンターまでお問い合わせください。
（図 4-2）ProQuestの検索結果表示画面 （図 4-1）ProQuestの基本検索画面 
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オンラインデータベース名 概   要 
収録範囲 朝日新聞及びAERA、週刊朝日の記事 
朝日新聞 「聞蔵（きくぞう）
DNA for Libraries」  特記事項 知恵蔵検索も利用できます。 人物DB検索は利用できません。 
収録範囲 教育学関係文献 
（雑誌論文、研究報告書、図書） 
ERIC 特記事項 一部の資料については、全文が閲覧できる場
合もあります。 
学外からも同じサービスが利用できます。 
収録範囲 CiNii：論文情報ナビゲータ  
Webcat Plus：図書情報ナビゲータ 
KAKEN：科学研究費成果公開サービス  
NII-DBR：学術研究デー タベー ス・リポジトリ 
GeNii 
特記事項 CiNii では、国内の大学紀要、雑誌等に掲載さ
れた論文が検索でき、本文を閲覧することも
可能です。 
（学外から検索までは可能ですが、本文の閲覧はできま
せん。また、個人利用対象の有料サー ビスは学内からも
利用できません。） 
収録範囲 欧米系の法律文献 
LexisNexis 特記事項 法律のほか、欧州言語のニュースや新聞、雑
誌等の記事も検索及び閲覧ができます。 
収録範囲 LLBA：言語学・言語行動学に関する文献 
MLA：言語学・文学・民俗学に関する文献 LLBA・MLA 
特記事項 両方のデータベースを同時に検索できます。
収録範囲 アジア・オセアニア・ヨーロッパの各地域の
現地経済情報 ＮＮＡ 
特記事項 日本語で検索及び記事の閲覧ができます。 
収録範囲 自然・社会科学に関する文献 
SCOPUS 特記事項 10月より提供開始予定。 
 
【注意！】 
☆各オンラインデータベースの収録範囲は、本学と提供機関との契約に基づき記載してい
ます。そのため他の大学の説明とは異なる場合があります。ご承知おきください。 
なお、学外からアクセスしても無料で検索及びコンテンツの利用が可能な場合もあります。 
本学で利用できる 
オンラインデータベース一覧 
2005 年 9 月現在
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オンラインジャーナル名 概   要 
収録分野 人文・社会科学 
Cambridge Journals 
Onl ine 利用範囲 本学及びコンソーシアム参加館購入分の全文が閲覧できます。 
収録分野 歴史学 
利用範囲 本学購入分の全文が閲覧できます。 
History Cooperative 特記事項 購入していないタイトル、巻号についても、
一部、本文の閲覧が可能です。 
収録分野 全分野 
利用範囲 本学購入分の全文が閲覧できます。 
IngentaConnect 特記事項 学外からも検索及び要旨の閲覧が可能で
す。 
収録分野 全分野 
ProQuest 利用範囲 3,700 誌以上の記事の検索及び全文の閲
覧ができます。 
収録分野 自然科学及び社会科学 
Science Direct 利用範囲 本学及びコンソーシアム参加館購入分の全
文が閲覧できます。 
収録分野 人文・社会科学 
利用範囲 本学購入分の全文が閲覧できます。 
SpringerLink 特記事項 その他のタイトルについては、要旨の閲覧
が可能です。 
収録分野 人文・社会科学 
利用範囲 本学購入分のタイトルについて全文の閲覧
ができます。 Taylor & Francis Onl ine Journals 特記事項 その他のタイトルについては、要旨の閲覧
が可能です。 
 
【注意！】 
☆各オンラインジャーナルの分野や範囲は、本学と提供機関との契約に基づき記載してい
ます。そのため他の大学の利用状況とは異なる場合があります。ご承知おきください。 
なお、学外からアクセスしても無料で検索及びコンテンツの利用が可能な場合もあります。
本学で利用できる 
オンラインジャーナル一覧 
2005 年 9 月現在
附属図書館では、１０月に情報検索ガイダンスを実施する予定です。 
興味のある方は、図書館HPのお知らせや館内の掲示をご確認の上、
是非ご参加ください。 
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情報図書館課長  木 村  優 
 
１．はじめに 
国立大学が国立大学法人に移行し 2年目と
なりましたが、大学としての学習・教育・研
究の基本的な使命は不変です。同じく大学図
書館がそれらの活動を支援するという役割も
変わっていません。しかし、本学図書館（以
下「図書館」という。）及び大学図書館をとり
まく環境は、法人移行のほかインターネット
の急速な利用拡大、電子媒体資料の普及、社
会からの情報公開の要請等、大きく動いてい
ます。 
２．資料の収集・整理・利用 
資料の収集・提供も従来とは変化していま
す。紙媒体資料だけでなく、紙と電子媒体ま
たは電子媒体のみで販売・流通する資料も増
加しており、検索・利用の簡便さで電子媒体
資料が急速に普及しつつあります。本学でも
電子ジャーナルを提供しており、今後は理工
系分野と同様に、学習・研究に不可欠なもの
となると考えています。一方、図書について
は当分、紙媒体での出版とその比重は変わら
ないと思われますが、出版コストの低減のた
めに電子ブックとインターネット配信という
形態も学術出版において増加することは十分
に予想されます。これらの電子媒体について
は、これまでのもの
．．
としての購入ではなくラ
イセンス契約という形態が一般的にとられて
おり、図書館はこの新たな収集の方法に対応
していく必要があります。 
資料の利用を促進するために、目録情報の
入力と公開が急速に進展しています。図書館
でも図書資料の遡及目録入力を進めており、
国立情報学研究所(NII)の目録・所在情報サー
ビス (NACSIS-CAT)への本学からの新規書
誌入力件数は 11,600件（平成 16年度）に達
し、平成 12年度の約５倍となっています。 
利用のための電子媒体への変換とWebサー
バからの公開も進んでおり、図書館では「史
資料ハブ地域文化研究拠点」と協働で、収集
した資料の電子化と公開を電子図書館システ
ムDilinsにより行っています。 
一方、海外においては、目録情報をWWW
検索エンジンである Google 等へ提供し、図
書館資料へのより多くのアクセスを獲得しよ
うという試みも行われています。 
３．学内からの情報発信 
大学は、学内の研究成果を蓄積・発信する
ことにより社会への説明責任を果たすことを
求められています。これに応えるため、いく
つかの大学図書館では教員の方々の協力を得
ながら「学術機関リポジトリ」の構築・公開
への取り組みを始めており、北海道大学学術
成果コレクション（実験版）もその一つです。 
(http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.ja.jsp)
「学術機関リポジトリ」は、学内刊行物であ
る紀要等に掲載された論文だけでなく、学協
会や出版社刊行の学術雑誌に投稿・掲載され
た論文や教材・実験データ等も含めて、学内
外にインターネットを介して公開・提供して
いこうというものです。 
本学においては、学長直属の学術情報室が
設けられ、学内の学術情報の蓄積・発信への
環境整備を行っています。図書館も学術情報
室等の関連組織と連携しながら、学術機関リ
ポジトリの構築に向けた取り組みを進めてい
く予定です。 
４．おわりに 
紙媒体と電子媒体のバランスをとりながら
学術資料の収集・提供を行い、学生・教職員
の方々の学習・教育・研究を支援する図書館
機能を強化するため、7月 1日に図書館事務
部は情報図書館課へ改組されました。今後も、
「大学の心臓」としての機能を果たせる図書
館となるべく努力していきますので、学内外
の方々の一層のご理解とご協力をお願いいた
します。
「大学図書館をとりまく環境」  
―改組にあたって―  
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本学外国語学部教授  八木 久美子 
 
誰にでも、自分の人生を左右するような一
冊の本との出会いがあるかと思います。少な
くとも私には忘れることのできない一冊の本
があります。今、私は宗教研究を専門として
いますが、もしもその本と出会わなければ他
の道に進んでいたかもしれません。 
学生時代、私は古本屋を歩くのが好きでし
た。古本屋街に行くといつも、帰りの電車賃
だけを残してほとんど財布が空になり、もう
これ以上重くて持つことができなくなるまで、
本を買っていました。本を読むことが楽しい
のはもちろんでしたが、それだけでなく、私
は本自体がとても好きでした。本の感触、匂
い、時代や作った人の個性を感じさせる装丁
などすべてが魅力的でした。 
それに、古本屋には新しい本を売っている
ふつうの本屋にはない、特別な楽しみがあり
ました。お金がなかった学生時代、安いとい
うだけでも大きな魅力でしたが、もう世間か
らは忘れられ、普通の本屋には置かれていな
いような本と出会えるのが何よりも楽しみで
した。私にとって忘れられない一冊となった
のも、そうした古い本でした。 
ある日いつものように、神田の古本屋街を
ぶらついていると、その本が目に飛びこんで
きました。岸本英夫という人が書いた『死を
見つめる心』という小さな本です。私がなぜ、
その本を手に取ったのか、よく分かりません。
死とは何かというような関心が特にあったわ
けではありませんから、その本が目に留まり、
手に取ったことは偶然であるようにも思えま
す。でも私にとって、この本と出会ったこと
は、大げさな言い方をすれば、運命的なもの
でした。 
岸本英夫という人は、日本が生んだ宗教学
者のなかで最も重要な人物の一人です。その
人がまだ大学に在職中、正確にはアメリカに
研究留学していたときに癌を発病し、残され
た時間が限られていることを宣告され、そこ
からまさに、死を見つめながら生きる日々が
始まります。この本は死を切実な問題として
突きつけられた一人の人間が書いたエッセー
でありながら、それと同時に、宗教学者とし
て生きる、その誠実な生き方を見せてくれる
ものでもありました。 
当時、宗教学という学問は今よりずっとマ
イナーな学問でした。そのせいもあって、そ
のころからすでに宗教を対象として、実証的
な研究をしてみたいという気持ちはあったの
ですが、私にはどうすればいいかまったくと
いっていいほどわかっていませんでした。そ
のときにこの本は、私が向かうべきなのは宗
教学なのだと教えてくれたのです。この本を
読み終わったとき、学生時代にありがちな、
自分のやりたいことがはっきりと分からない、
苛立ちにも似たあのもやもやとした気持ちが、
一挙に晴れたことを覚えています。 
すべての人がそんないいタイミングで、一
冊の本とめぐり会えるとは限りません。しか
し本屋であれ、図書館であれ、本の近くに身
を置いて、数多くの本を手に取り、本が伝え
ようとしているメッセージにアンテナを張っ
ていることは決して損にはならないはずです。 
 
一冊の本との出会い  
 
  
12 
Castalia 第１０号 ：インターネット版(2005.9) 
 
 
 
 
本学外国語学部教授  渡邊 啓貴 
 
 私の図書館に関する最初の記憶は、小学生
の低学年のころのことである。当時私の通っ
ていた小学校の中では図書館が最も明るい場
所だった。教室とは違った白い丸いテーブル
やデザインに少し工夫が凝らされた椅子が
ちょっとしたサロンのように配置してあった。
そこは、いかにも機能一辺倒の教室とは違う
雰囲気だった。私はそこに行く度に、自分が
すでにひとかどの大人になったような気持ち
になって、入り口正面の書架の下の段に置か
れていた偉人伝のシリーズを読み始めた。ベー
トーベンの命日が自分の誕生日と同じことを
知って、何か自分も広い世界につながってい
るような気分になったのもその図書館だった。 
 その後、私は決して図書館のよき利用者で
はなかった。私に居心地のよさを感じさせて
くれる図書館はなかった。大学生になって、
西ヶ原キャンパス時代の本校の図書館を始め
て訪れたときには、かなりショックだった。
これは私の頭の中では図書館とは到底いえな
かった。しかし、しばらくするとそれも外語
らしいと思うようになり、本の借り出しは余
りしなかったが、三年生の後半ぐらいからは
自習室に毎日のように陣取るようになった。
新キャンパスの図書館は近代的ですばらしい
が、今となっては西ヶ原の懐かしい思い出の
ひとつである。 
 大学生のころ、短期滞在で訪れたパリの国
立図書館は、その意味では私の頭の中で、こ
れこそ図書館の中の図書館だった。東洋人の
われわれには少し暗い、昔ながらのスタンド
と年代もののデスク、高いドームのような天
井の天辺までも届きそうな書架を埋め尽くし
た万巻の書物――すべてが歴史とともに静か
に眠る知の秘境への誘いだった。 
 その後、大学院生として留学したときのパ
リ大学ソルボンヌ校舎の図書館のイメージは
その延長にあった。そして、二年半の留学生
活の間、議会図書館、外務省外交文書閲覧室、
パリ政治学院の現代史資料センターなどが私
の活動場所となった。 
 当時パリ郊外のヴェルサイユ宮殿にあった
議会の記録文書館は私の留学時代のよき思い
出の場所である。宮殿の正門から左手には渡
り廊下を通っていくと広大な公務員のアパー
トとなっている。宮殿そのものにつながる建
物である。中庭を挟んだその手前の部分に当
時、第二次大戦以前の議会の膨大な記録が未
整理のまま保管されていた。担当責任者は昼
間からワインを煽り、仕事らしい仕事をして
いるようには見えなかったパリ政治学院出身
の官僚だったが、私とはよく話した。彼の自
慢は、自分の職場がヴェルサイユ宮殿である
ことと宮殿そのものに住んでいることだった。
時折訪れた元社会党議員は、ドゴールととも
にドーバーを渡ったレジスタンスの歴戦の勇
士で、私にいろんなことを語ってくれた。 
 そこでの作業は孤独だったが楽しかった。
第二次大戦への足音が次第に高まっていく当
時の議会の鬼気迫る発言のやり取りは、手動
式のタイプライターで議事進行を打ち込んだ
カーボン紙を通して、眼前の出来事のように
私の頭の中で蘇った。堂々たるルイ十四世像
の長い影が私の足元の石畳に伸びた冬の夕暮
れ時、仕事の充実感とは裏腹に外国生活での
取り留めのない寂寥が、冷たい空気とともに、
資料の渉猟に疲れて家路に着いた私の心を静
かによぎったことを私は忘れない。 
 パリ政治学院の現代史資料センターには毎
日のように通った。すっかり顔見知りになっ
た私は、電話番をし、小さな閲覧室が満席の
時には不在のセンター長室のデスクまで使わ
私の心に残る図書館  
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せてもらった。寒い日には、職務時間だとい
うのに職員たちとリキュールまで飲んだ。 
 最後に、もうひとつ当時大好きだったのが、
ポンピドゥーセンターの図書館だった。自由
な出入りが可能で、本は直接書架から手にとっ
て見ることができた。席もまったく自由だが、
満席時には床に本や資料を広げて仕事をした。
ここではほとんど誰とも口をきかなかった。
群衆の中での、文字通り「広場の孤独」だっ
た。しかし、その孤独は自由で開かれた空間
と雰囲気によって相殺されて余りがあった。
私は知を通して自由に世界とつながっていた
からだ。 
 私にとって、記憶に残る図書館というのは、
垢抜けた備品から始まって、歴史的調度や建
造物であり、それにふさわしい、それぞれの
場所でのやさしい人たちとの出会いの場で
あったり、心地よい「孤独」を提供してくれ
る場所だった。それは、空間や時代を超えて
未知の世界への知的興奮を掻き立て、次なる
創造へのステップの場所だった。 
 
【外観】 
※中央の高い建物が図書館です。 
 
【ロビー】 
西ヶ原キャンパス時代の図書館
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本学外国語学部教授  臼井 佐知子 
 
今回紹介するコレクションは、今年 6 月に
調布市在住の上塚芳郎氏が本学に寄贈された
書籍である。これらの書籍は、上塚氏の祖父
の上塚司氏がかつて南満州鉄道株式会社の調
査員をされていたときに中国において蒐集さ
れたものであるときく。今回寄贈された書籍
は、小説などの文学や書、画に関わるものを
除くと 35 種である。そのほとんどは江蘇、
江西、四川、雲南の「地方志」19種を中心と
し、旅行記を含めた地理に関わるものである。 
 中国での歴史資料には、『史記』などの歴史
書や『詩経』や『春秋』などのように、古く
に書かれ、それが後代に受け継がれてきたも
のが少なくない。しかし、それらは後代になっ
て印刷出版されたものがほとんどであり、古
くに作成されたものそれ自体が現在にまで残
されてきたものは、甲骨文字、漢代の木簡や
竹簡、唐代の敦煌文書など極めて限られてい
る。しかし、明代中期以降、商業流通の発展
にともなって印刷出版業も盛んになるととも
に、それまでとは印刷出版が質量ともに大き
く変化し、当時書かれたものや印刷されたも
のが多く残されることとなった。しかし、そ
れでも現存するものには限界がある。そのた
め、明代までに印刷出版されたもの、あるい
は清代乾隆年間(1736～1795）以前に印刷出
版された書籍は中国の多くの図書館で「善本」
すなわち貴重本として、それ以降のものとは
区別して保管されている。勿論、歴史研究を
行ううえでは、いつの時代に印刷されたもの
であろうとも資料としての価値に基本的には
変わりがあるわけではない。しかし、後代に
印刷出版されたものには手が加わっている可
能性もあり、全く無関係というわけでもない。
今回上塚氏から寄贈された書籍の中で「善本」
に属するものですべて揃っているものは、以
下に紹介する「地方志」の『雲南府志』、『廬
山志』と「日用類書」の『示我周行』である。
但し、乾隆年間以降であり「善本」には入ら
ないとはいえ、光緒年間(1875～1908）にさ
きだつ嘉慶(1796～1820）、道光(1821～1850）、
咸豊(1851～1861）、同治年間(1862～1874）
に印刷出版された書籍もけっして軽視するこ
とはできない。それは 19 世紀半ば咸豊年間
から同治年間にかけて起きた太平天国の乱に
よって蹂躙された長江以南の下流域(この地域
は商工業と文化の中心であった)では多くの書
籍や文書が失われ、また出版も減少していた
からである。 
さらに言えば、所謂「善本」や同治年間以
前に印刷刊行されたものでなくても、日本の
他の図書館に所蔵されていないものは貴重で
ある。そればかりか、東洋文庫、東京大学東
洋文化研究所、京都大学人文科学研究所、国
会図書館などの図書館が所蔵しているもので
あっても、原本を入手することが現在では不
可能である書籍は貴重であるといえる。筆者
の経験からいえば、北京や上海などの古書店
ではかつて清代に印刷刊行された書籍が売ら
れていたが、今日では古書店で売られている
線装本の形をとっているものも、そのほとん
どすべてが最近作成された影印本である。そ
の意味で今回寄贈された書籍は貴重である。
なお、本コレクションの詳細な目録と内容は、
紙幅の関係からここに記すことはできないた
め、ここでは今回寄贈された書籍のうち、「地
方志」数種と「日用類書」である『示我周行』
について紹介したい。 
中国では、上は省から下は郷、鎮、村に至
るまで各地方で「地方志」が編纂された。今
回寄贈された「地方志」のうち最も編纂年度
が古いものは、康煕三十五年(1696)に編纂刊
「地方志と日用類書－上塚氏コレクションから」  
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行された張毓碧撰『雲南府志』全二十五巻で
ある。この『雲南府志』は、東洋文庫と京都
大学人文科学研究所も所蔵しているが、京都
大学のものは中華民国の刊本である。康煕五
十八年(1719)重訂『廬山志』全十五巻も京都
大学人文科学研究所が所蔵している。また、
道光二十九年(1849)刊『峩眉山志』全十八巻
は、所蔵している日本の機関は見出すことが
できなかった。さらに、乾隆十八年(1753)重
修『南嶽志』全六冊は、序、巻之一、巻之八
しかなく、京都大学人文科学研究所に類似し
た名称の書があるが、珍しいものである。 
「日用類書」とは、現代日本でいえば「時
刻表」、「旅行ガイド」、「冠婚葬祭入門」、「家
庭の医学」、「高嶋易断」、「方位学」、「○○便
利帳」から、「訴訟文書の書き方」などの内容
をすべて、あるいは一部を記した書である。
勿論、現代中国においてもこうした類の書物
は頻繁に出版されている。これらの「日用類
書」のうち、商業や科挙受験のために、或い
は官僚として外地へ赴く者のためのいわばガ
イド・ブックの類、またそうした内容を含ん
だ類がある。これらを現在「商業書」と称し
ている。現在存在が確認されているもののう
ち最も古いものは、明代隆慶四年（1570）刊、
（新安休寧約山）黄汴纂、（姑蘇南壕）呉岫校
正『一統路程圖記』（又名『圖注水陸路程圖』、
『新刻水陸路程便覽』。『擇日便覽』二巻、『補
録』一巻、『占驗書』とともに、江湖散人『新
刻士商必要』に収録。）全八巻である。 
これらの「商業書」は、外地へ赴く者のた
めの書であるから、必ずある地点からある地
点への路程が示されている。これらの路程の
系統は、①北京・南京を起点とするもの、②
徽州を起点とするもの、③福建を起点とする
ものの三つに分類することができる。これら
の書の内容構成は一様ではない。例えば今回
のコレクションの一つ『示我周行』の上集に
は、江南省城すなわち南京から北京の路程を
軸として、山西、浙江、河南、山東、陝西、
湖廣(湖南・湖北)、福建、廣東、廣西、四川、
雲南、貴州の各省城(省政府所在地)から最終
的に北京に至る道筋が記されており、中集に
は、明清時代の経済の中心地江蘇省蘇州から
安徽省徽州までと、両淮の塩の積み出し地で
ある江蘇省儀眞県から徽州までの路程、徽州
から金華府など浙江省各地への路程などが記
されている。 
『示我周行』には、水路・陸路の路程が記
載されているだけであるが、例えば、明代天
啓六年（1626）刊『新安原板士商類要』には、
路程のほか、「客商規畧」など商人のための合
計十一項目が、「各省王府」など官僚のための
合計十四項目や「乾坤定位」、「人倫三教」な
ど一般必要知識や道徳合計三十三項目が記さ
れている。これら「日用類書」は、戦前から
戦中にかけて日本人が積極的に収集したもの
の一つである。それは研究上の関心はもとよ
り、中国大陸への実質的統治拡大を目指した
日本にとって、当地の人々の風俗習慣につい
てより多くの情報を得る必要があったために
ほかならない。 
前述したように、本コレクションは地理に
関わるものがほとんどであるが、『示我周行』
および「地方志」のほかに、光緒刊『水道提
要』全二十八巻、光緒刊『行川必要』全一冊、
光緒刊『峽江救世舩志』全一冊、光緒刊『峩
眉圖説』全二冊、中華民国刊『滇南名勝圖』、
光緒校刊『乾隆府廳州縣圖志』全五十巻、同
治刊『海道圖説附長江』十五巻・附巻(欠本あ
り)、光緒刊『廣湖南攷古略』全三十巻、光緒
刊『讀史方輿紀要』百三十巻、宣統(1909～
1911）刊『鈍齊東游日記』一冊、中華民国刊
『東游紀略』のほか、『雲南叢書』全十六冊が
含まれている。 
 
 
 
 
 
              
編集注 
ご紹介いただきました資料は平成18年度
からの利用開始を目指し、目録登録作業を
行っております。 
 また今回の貴重書展示会において資料の
一部を公開する予定です。展示会に関する
詳細は次頁のお知らせをご覧ください。 
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図書館講演会並びに貴重書展示会のお知らせ 
 附属図書館では、平成１２年度から公開講演会を図書館事業の一環として行っております。今年
は、作家の奥泉 光氏をお招きして、下記の要領で行います。また、同時期に中国語図書資料による
貴重書展示会も開催いたします。多数の皆様のご来場をお待ちしております。 
＜講演会＞ 
テーマ：『読むことの創造性』 
講演者：奥泉 光氏 
（おくいずみ ひかる 作家、第110回芥川賞受賞） 
 日 時：平成１７年１０月２６日（水） 
１６時３０分～１８時００分 
  会 場：東京外国語大学 研究講義棟１階 １１５教室 
＜貴重書展示会＞ 
 テーマ：『中国大陸を旅する 
－清代の地方志、圖、旅行記と日用類書』 
 日 時：平成１７年１０月２４日（月）～１１月２２日（火） 
 会 場：東京外国語大学 附属図書館  
２階貴重書展示コーナ  ー
 
平成１７年度前期図書館活動日誌 
４月 １日  EUIJ図書館相互利用に関する協定書調印 
       GeNii（NII学術コンテンツ・ポータル）の提供開始 
       LexisNexisの提供開始 
４月 ８日  入学式（館報「カスタリア」等配布） 
４月１２日  図書館オリエンテーション（全５回 ～４月１８日） 
４月１５日  国立大学図書館協会東京地区協会総会２名参加（於 東京海洋大学） 
４月２０日  利用者ガイダンス（全６回 ～４月２８日） 
５月 ２日  国立情報学研究所遡及入力事業による「アラビア文字資料」遡及入力開始 
５月３０日  情報検索ガイダンス（全４回 ～６月２日） 
６月 ８日  平成１７年度第１回図書館委員会 
６月２１日  平成１７年度情報リテラシー科目附属図書館担当分「情報検索講義・演習」 
（６月２３日、２８日、３０日の４日間） 
６月２９日  平成１７年度第１回選書委員会 
６月３０日  第５２回国立大学図書館協会総会２名参加（於 名古屋大学） 
７月 １日  附属図書館事務部を情報図書館課に改組 
７月２７日  平成１７年度第２回選書委員会 
８月３１日  国立情報学研究所目録システム講習会（図書コース）講師１名派遣 
（於 国立情報学研究所 ～９月２日） 
９月１８日  本学21世紀COE「史資料ハブ地域文化研究拠点」史資料保存・共有・情報化事業 
により、オランダ・北欧に２名派遣（ ～９月２６日） 
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月  別  入  館  者  数  統  計  
 2005 年 3 月 2005 年 4 月 2005 年 5 月 2005 年 6 月 2005 年 7 月 2005 年 8 月
学内者 4,468 24,494 30,237 35,113 39,399 6,399 
学外者 132 186 163 195 252 323 
合 計 4,600 24,680 30,400 35,308 39,651 6,722 
 
貸  出  冊  数  統  計  
 2005年3月 2005年4月 2005 年 5月 2005 年 6月 2005 年 7月 2005 年 8月
学部学生 541 2,639 3,929 4,809 7,288 1,822 
大学院生 295 1,190 1,397 1,403 1,644 762 
教 職 員 404 614 619 485 502 377 
合 計 1,240 4,443 5,945 6,697 9,434 2,961 
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●編集スケジュールはいつも余裕を持って設定していますが、発行間際はどうして
もバタバタしてしまいます。原稿が締め切りまでに集まらないことも一因ですが、
より良い館報になるように、集まった原稿を編集委員が何度もチェックしているか
らでもあります。そうして出来上がった館報を、より多くの方々に読んでいただけ
ればと願っています。（高杉） 
●今号では、9 月 1 日付の図書館長の交替に伴い、富盛前館長と亀山新館長のお二
人に退任と就任にあたってのご挨拶をいただきました。学生さん方の中には、普段
厳しい先生方の新しい一面を発見したと感じる方もいらっしゃるのではないでしょ
うか。編集者自身も、大学紛争を描いた本の中で登場人物として恩師のお名前を発
見し、先生自身も何もおっしゃらなかった先生の過去に出会った気がしたことがあ
ります。（大和） 
●世の中は世代交代が進んでおりますが、図書館も改組し、館長が交代されました。
年度末にはベテランの方の退職も控えております。新しいことに挑戦するとともに、
地道に積み上げてきた業績を引き継ぐことも図書館にとっては大切な仕事ですので、
より一層、業務に取り組んでいきたいと思います。（千葉） 
●学生時代に ERICなどのデータベースを利用したときを思い出しました。当時は、
コマンドラインで入力をし、１回の利用料が千円くらい、さらにロサンゼルスまで
の国際電話代が掛かりました。図書館で提供しているオンライン情報検索サービス
は、すべて無料で利用できます。是非ご利用ください。（坂牧） 
編集後記 
